
・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・ 

議　会 
だより 

HOKKAIDO  KUNNEPPU TOWN
・
発  

行
　
北
海
道
訓
子
府
町
議
会 

・
編  

集
　
訓
子
府
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会 

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
二
月
一
日 

発
行 

・・・・・・・・ 

　
月
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案 

行
政
報
告 

平
成
　
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定 

所
管
事
務
調
査
を
実
施 

議
会
の
主
な
う
ご
き
／
あ
と
が
き 

12

22

昼食に自分で作った豚汁を食べる児童生活館の児童 昼食に自分で作った豚汁を食べる児童生活館の児童 



平成23年 定例会 12月13日～12月14日まで 12月 

平成23年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。 

 

　歳入歳出予算に3,223万5千円を追

加し、総額を43億2,525万9千円とし

ました。 

　※挙手採決の結果（反対１名）：原案可決 

■主な歳出内容 

○乗用車購入（津野町との人事交流事業） 

 130万円を計上 

○財政調整基金積立金 186万円を追加 

○療養給付費負担金（後期高齢者医療費） 

 789万6千円を追加 

○介護保険特別会計繰出金  

 110万5千円を追加 

○子ども手当システム改修事務 

 233万1千円を計上 

○児童センター基本・実施設計業務 

 800万円を計上 

○下水道事業特別会計繰出金 520万円

を追加 

 

 

　歳入歳出予算に89万4千円を追加し、

総額を9億3,398万3千円としました。 

■主な歳出内容 

○国庫支出金返還金 44万7千円を追加 

○道支出金返還金 44万7千円を追加 

 

 

　歳入歳出予算に366万7千円を追加し、

総額を6,707万7千円としました。 

■主な歳出内容 

○保険料等納付金（後期高齢者医療広域連

合納付金） 

 366万7千円を追加 

 

 

　歳入歳出予算に220万8千円を追加し、

総額を4億8,918万9千円としました。 

■主な歳出内容 

○介護保険システム改修  

220万8千円を計上 

 

 

　歳入歳出予算に520万円を追加し、

総額を2億1,880万円としました。 

■主な歳出内容 

○実施測量設計業務（道道北見置戸線支障物件移設事業） 

 520万円を追加 

後期高齢者医療会計（第２号） 

介護保険会計（第２号） 

下水道事業会計（第２号） 

一般会計（第７号） 

国保会計（第３号） 



 

議
員
提
案
に
よ
り
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決

し
、政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 
　
○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
る
要
望
意
見
書 

 

老朽化により建替が予定されている児童生活館 老朽化により建替が予定されている児童生活館 

補
正
予
算
の
質
疑
応
答

「
児
童
生
活
館
」
改

修
か
ら
改
築
へ
と
。

同
館
は
、
築
34
年
が

経
過
し
屋
根
な
ど
の

修
理
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

調
査
の
結
果
全
体
の
老
朽

化
に
よ
り
、
修
理
費
の
大

幅
な
増
額
が
見
込
れ
る
な

ど
の
こ
と
か
ら
、
代
わ
る

建
物
と
し
て
、
訓
小
の
一

部
の
利
用
を
検
討
さ
れ
た

が
、
学
校
側
か
ら
将
来
、

小
学
級
制
が
予
測
さ
れ
る

な
ど
の
こ
と
か
ら
、
利
用

が
困
難
と
の
判
断
と
な
り

各
関
係
機
関
と
協
議
の
結

果
、
現
在
地
の
南
側
に
改

築
の
計
画
を
決
定
し
た
。

す
で
に
現
利
用
の
保
護

者
な
ど
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
意
向
調
査
が
終
り
、

今
後
「
児
童
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
少
子
化
、
核
家

族
化
な
ど
に
対
応
し
遊
び

を
通
じ
て
異
年
齢
児
間
の

交
流
を
図
り
、
放
課
後
を

豊
か
に
過
ご
し
、
必
要
に

応
じ
て
六
年
生
ま
で
の
利

用
と
「
竹
の
子
ク
ラ
ブ
」

な
ど
の
活
動
に
も
活
用
の

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
児

童
セ
ン
タ
ー
の
定
数
は
70

名
程
度
、
放
課
後
児
童
対

策
で
出
入
り
が
自
由
と
な

っ
て
い
る
。

財
源
は
、
補
助
金
を
期

待
し
有
利
な
過
疎
債
を
使

い
、
今
定
例
会
で
基
本
・

実
施
設
計
費
８
０
０
万
円

が
議
決
さ
れ
、
総
事
業
費

は
１
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
面
積
は
４
４
０
㎡

で
現
館
の
２
倍
の
広
さ
で
、

平
成
25
年
４
月
「
訓
子
府

児
童
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の

町
内
酪
農
青
年
海
外

視
察
を
、「
農
業
後
継
者

育
成
事
業
」
の
補
助
金
で

実
施
、
そ
の
概
要
は
。

本
町
の
酪
農
青
年

部
員
９
名
が
、
研

修
期
間
11
月
10
日
か
ら

17
日
ま
で
の
８
日
間
、

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
、
オ

タ
ワ
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

の
牧
場
や
、
市
場
、
機
械

メ
ー
カ
ー
等
の
視
察
調
査

が
行
わ
れ
た
。

一
人
当
た
り
の
費
用
は

３
５
９，

１
０
０
円
で
、

う
ち
Ｊ
Ａ
の
助
成
金
２
３

万
４
千
円
、
町
は
残
り
の

３
分
の
２
の
８
３，

４
０

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
計
画
よ
り
４
名

増
員
と
な
っ
た
た
め
25

万
１
千
円
の
補
正
と
な
っ

た
。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

条
例
の
改
正
等

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象

と
な
る
遺
族
に
兄
弟
姉
妹

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。
な
お
、
平
成

23
年
３
月
11
日
（
東
日

本
大
震
災
）
以
降
に
発
生

し
た
災
害
に
係
る
災
害
弔

慰
金
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

原
案
可
決

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。

な
お
、
変
更
内
容
は
、

「
児
童
生
活
館
改
修
事
業

（
屋
根
改
修
）」
を
中
止
し
、

新
た
に
「
児
童
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
（
実
施
設
計
・

建
設
工
事
）」
を
追
加
し

ま
し
た
。

報
　
　
告

□
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
常
な
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。



一般質問の記事掲載について 

可
能
な
限
り
適
切
に
対
応
し
た
い

可
能
な
限
り
適
切
に
対
応
し
た
い 

可
能
な
限
り
適
切
に
対
応
し
た
い 

障
が
い
者
制
度
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
は

障
が
い
者
制
度
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
は 

障
が
い
者
制
度
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
は 

町
長 

一般質問の記事については、一質問者につき二問までを掲載し、内容を要

約しています。その他の質問事項や詳しい内容については、会議録をご覧

ください。会議録は図書館に備えつけてあります。また、町ホームページ

（http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/）にも掲載しております。

なお、平成23年第４回定例会会議録は２月下旬頃完成予定です。 

２
０
０
６
年
４
月

に
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
、
身
体
、
知

的
、
精
神
の
三
障
が
い
が

福
祉
施
策
の
中
で
、
一
体

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
様
々
な
改
善

点
が
指
摘
さ
れ
今
年
度
７
月

に
「
障
害
者
基
本
法
」
が
改

正
さ
れ
、
２
０
１
３
年
ま
で

に
新
法
が
制
定
さ
れ
る
そ
う

で
す
が
今
後
の
取
り
組
み
と

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

ま
ず
、
相
談
支
援
の
充

実
と
地
域
生
活
支
援
協
議

会
の
設
置
は
。

相
談
支
援
に
つ
い

て
は
、
本
町
の
場
合
、
直

営
で
相
談
支
援
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
保
健
師
を
は

じ
め
関
係
す
る
職
員
で
、

丁
寧
に
相
談
業
務
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

新
法
で
は
さ
ら
な
る
相

談
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
の
で
、
よ
り
個
々

の
障
が
い
者
に
適
し
た
き
め

細
や
か
な
相
談
業
務
を
行
え

る
よ
う
努
め
た
い
。

ま
た
、「
地
域
生
活
支

援
協
議
会
」
の
役
割
は

「
地
域
に
お
け
る
障
が
い

者
施
策
の
現
状
と
議
題
の

検
討
や
障
が
い
者
福
祉
計

画
策
定
に
意
見
を
述
べ
る

も
の
」
と
し
て
い
る
の
で
、

今
後
、
近
隣
な
ど
の
状
況

も
み
て
平
成
24
年
度
中
に

検
討
し
た
い
。

本
町
の
各
障
が
い

者
手
帳
の
所
持
人
数
は
。

身
体
障
害
者
手
帳

は
、
１
級
か
ら
６
級
ま
で

あ
っ
て
全
部
で
３
６
０
名

療
育
手
帳
は
、
Ａ
区
分
Ｂ

区
分
が
あ
っ
て
64
名
、
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
は
１
級
か
ら
３
級
ま
で

あ
っ
て
24
名
で
す
。
い
ず

れ
も
23
年
11
月
30
日
現

在
で
す
。障

が
い
者
の
範
囲

の
見
直
し
で
、
発
達
障
が
い

や
心
身
の
機
能
障
が
い
が
あ

る
人
の
実
態
把
握
は
。

本
町
は
、
以
前
か

ら
発
達
障
が
い
や
高
次
脳
機

能
障
が
い
な
ど
の
方
も
支
援

の
対
象
に
含
め
て
い
ま
し
た

の
で
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず

適
切
に
支
援
し
た
い
。

実
態
把
握
は
、
手
帳
な

ど
が
な
い
の
で
難
し
い
が

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

幼
稚
園
、
保
育
園
、
各
健

診
の
状
況
、
美
幌
療
育
病

院
、
児
童
相
談
所
と
の
連

携
を
図
り
、
実
態
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。

本
町
の
障
が
い
者

の
施
設
入
所
の
実
態
と
地
域

移
行
支
援
へ
の
考
え
方
は
。

本
町
で
は
道
内
５

市
４
町
に
18
名
が
入
所
さ

れ
て
い
て
、
地
域
移
行
支

援
の
考
え
方
は
今
後
、
国

か
ら
示
さ
れ
た
段
階
で
適

切
に
対
応
し
た
い
。

次
期
障
が
い
福
祉

計
画
へ
の
影
響
と
今
後
の

考
え
方
は
。

本
年
度
中
に
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
第
３
期
計
画
を

策
定
す
る
た
め
影
響
は
な

い
が
、
計
画
期
間
中
に
計

画
を
見
直
す
こ
と
と
な
る

可
能
性
は
あ
る
。

今
後
、「
基
本
合
意
文

書
」
で
確
認
さ
れ
た
趣
旨

で
制
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

新
法
に
つ
い
て
は
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。

西
山
議
員
は
こ
の
他
に

「
安
心
で
き
る
地
域
福
祉

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

町
長

西
山

西
山

町
長

西
山

西
山

西
山

町
長

町
長

基
本
合
意
文
書
と
は

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
対
し
て
、
全
国
で
71
人
の
障
害
者
を

原
告
と
し
て
、
違
憲
訴
訟
が
起
き
て
お
り
、
被
告
で
あ
る
政
府
は
、

新
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
和
解
を
模
索
し
、
２
０
１
０
年
１
月
７
日

「
障
害
者
自
立
支
援
法
違
憲
訴
訟
原
告
団
・
弁
護
団
と
国
と
の
基
本

合
意
文
書
」
が
結
ば
れ
た
。

そ
の
中
で
、
今
後
の
障
害
福
祉
施
策
を
障
害
の
あ
る
当
事
者
が
、

社
会
の
対
等
な
一
員
と
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
も

の
と
す
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

西山議員

町
長



幼
保
一
体
化
に
伴
う
施
設
整
備
の
検
討
状
況
は

幼
保
一
体
化
に
伴
う
施
設
整
備
の
検
討
状
況
は 
幼
保
一
体
化
に
伴
う
施
設
整
備
の
検
討
状
況
は 

担
当
者
の
話
し
合
い
や
先
進
地
視
察
を
実
施

担
当
者
の
話
し
合
い
や
先
進
地
視
察
を
実
施 
教
育
長 

担
当
者
の
話
し
合
い
や
先
進
地
視
察
を
実
施 

日
赤
病
院
改
築
費
負
担
の
基
本
的
な
考
え
は

日
赤
病
院
改
築
費
負
担
の
基
本
的
な
考
え
は 

日
赤
病
院
改
築
費
負
担
の
基
本
的
な
考
え
は 

当
然
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る

当
然
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る 

町
長 

当
然
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る 

幼保一体化施設の建設に向けた研究が開始された幼稚園と保育園 

ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
で
も
保
育
園
・
幼
稚

園
一
体
化
に
伴
う
施
設
整

備
を
、
平
成
25
年
度
以

降
に
予
定
す
る
と
示
し
て

い
る
が
、
現
段
階
で
の
検

討
状
況
は
。国

が
進
め
て
い

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
本
町
の
幼

保
一
体
化
の
在
り
方
や
そ

の
総
合
的
施
設
建
設
の
研

究
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
幼
稚
園
、
保
育

園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
担
当
者
で
話
し
合
い

や
先
進
地
視
察
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
長
が
中
心
と

な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
関
係
省
庁
や

国
会
議
員
へ
の
財
政
支
援

の
要
請
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
関
係

課
協
力
に
よ
る
研
究
体
制

の
整
備
を
含
め
、
遺
漏
の

な
い
よ
う
進
め
ま
す
。

保
育
園
、
幼
稚
園
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

児
童
生
活
館
を
総
括
す
る

「
子
ど
も
未
来
課
」
を
教

育
委
員
会
に
新
設
す
る
と

の
考
え
方
だ
が
、
そ
の
理

由
と
時
期
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

子
育
て
に
関
す
る

多
様
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
に
は
、
子
育
て

支
援
に
関
わ
る
施
設
の
管

理
、
運
営
を
一
体
的
な
流

れ
の
中
で
行
う
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
部
門
と
教
育
委
員

会
で
行
っ
て
い
る
支
援
業

務
を
一
元
化
し
「
子
ど
も

未
来
課
」
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
す
べ
て
の
子
ど

も
に
良
質
な
成
育
環
境
や

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
子

育
て
支
援
を
提
供
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

設
置
に
つ
い
て
は
、
国

の
方
向
性
や
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
適
正
な
時
期
に

検
討
し
ま
す
。

児
童
生
活
館
建
替

え
の
た
め
の
基
本
・
実
施

設
計
費
を
今
定
例
会
で
予

算
補
正
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
そ
の
理
由
を
伺
い
た

い
。

平
成
15
年
及
び
平

成
21
年
に
実
施
し
た
次
世

代
育
成
行
動
計
画
策
定
の

際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

「
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

受
け
入
れ
要
望
」
や
「
小

学
生
が
自
由
に
遊
べ
る
児

童
館
的
運
営
」
の
要
望
も

あ
り
、
平
成
22
年
９
月
に

小
学
校
な
ど
の
空
き
教
室

活
用
も
検
討
し
た
が
断
念

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。放

課
後
児
童
の
健
全
育

成
や
要
望
の
実
現
の
た
め

日
赤
病
院
改
築
に

お
け
る
総
事
業
費
を
始
め

と
す
る
経
費
負
担
な
ど
に

か
か
わ
る
説
明
や
協
議
は

あ
っ
た
の
か
。

平
成
22
年
９
月
に

総
事
業
費
な
ど
の
説
明
、

平
成
23
年
５
月
に
も
ま
と

ま
っ
た
改
築
の
設
計
概
要

の
説
明
を
受
け
そ
の
際
に

も
財
政
負
担
に
つ
い
て
の

要
請
を
受
け
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
負
担
の
詳

細
に
つ
い
て
連
絡
は
な
い

が
、
今
後
提
示
、
協
議
さ

れ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

病
院
改
築
費
負
担

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
は
。

管
内
町
村
会
と
歩

調
を
合
せ
な
が
ら
、
地
域

に
も
、
狭
く
老
朽
化
し
た

現
施
設
か
ら
新
た
な
施
設

整
備
が
必
要
と
判
断
し
ま

し
た
。

医
療
支
援
病
院
と
し
て
高

度
医
療
と
最
新
の
技
術
で
、

町
民
に
最
新
医
療
と
大
き

な
安
心
を
提
供
し
て
く
れ

る
病
院
改
築
に
係
る
応
分

の
経
費
負
担
は
当
然
必
要

な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
費
用
負
担

の
問
題
を
考
え
る
時
、
地

域
医
療
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
点
か
ら
も
北
海
道

の
役
割
も
大
切
に
な
る
と

考
え
る
が
。

先
般
も
道
の
保
健

福
祉
部
の
部
長
な
ど
に
も
、

医
師
確
保
の
問
題
や
日
赤

に
対
す
る
道
の
姿
勢
に
つ

い
て
厳
し
く
要
請
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続

い
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

工
藤

教
育
長

工
藤

町
長

工
藤

町
長

工
藤

工
藤

町
長

町
長

工
藤

町
長

工藤議員



交
通
安
全
対
策
と
今
後
の
対
応
は

交
通
安
全
対
策
と
今
後
の
対
応
は 

交
通
安
全
対
策
と
今
後
の
対
応
は 

町
長 

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進 

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
の
芝
桜
の
整
備
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
の
芝
桜
の
整
備
は 
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
の
芝
桜
の
整
備
は 

町
長 

土
壌
改
善
に
向
け
管
理
を
強
化
す
る

土
壌
改
善
に
向
け
管
理
を
強
化
す
る 

土
壌
改
善
に
向
け
管
理
を
強
化
す
る 

交通安全対策を行っている道道北見白糠線と 
町道南１２線との交差点 
交通安全対策を行っている道道北見白糠線と 
町道南１２線との交差点 

町
に
は
多
く
の
町

有
地
・
公
園
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
管
理
及
び
整
備

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公

園
は
、
平
成
８
年
・
訓
子

府
町
開
基
百
年
を
記
念
し

整
備
さ
れ
た
が
、
芝
桜
の

傷
み
と
雑
草
が
目
立
ち
ま

す
。秋

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
芝
桜
の
ポ
ッ

ト
苗
作
り
と
、
草
取
り
が

行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
で

は
対
応
で
き
な
い
状
況
だ

と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
整
備
し
ま
す
か
。

芝
桜
の
造
成
は
降

雨
時
の
法
面
崩
壊
を
防
ぐ

目
的
も
含
め
植
生
し
て
き

た
が
、
古
い
も
の
で
は

20
年
が
経
過
し
て
お
り

古
い
茎
や
葉
が
弱
り
雑
草

も
繁
茂
し
荒
れ
て
い
ま
す
。

酸
性
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
事
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
来
年
度
以
降
、
土
壌

改
善
に
向
け
施
肥
な
ど
を

行
い
管
理
を
強
化
し
ま
す
。

公
園
の
利
用
者
は
増
え

て
お
り
、
町
民
に
愛
さ
れ

る
公
園
を
目
指
し
、
多
く

の
町
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
日
程
調
整
や
方
法
な

ど
を
工
夫
し
ま
す
。

町
内
に
は
条
例
で

指
定
さ
れ
て
い
る
公
園
以

外
に
も
遊
具
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
古
く
て
危
険
な

物
も
あ
る
が
そ
の
対
応
は
。

遊
具
が
設
置
さ
れ

て
い
る
施
設
は
11
カ
所
あ

り
、
年
に
一
度
専
門
事
業

者
に
よ
る
保
守
点
検
と
町

職
員
に
よ
る
巡
回
保
守
点

検
を
月
一
回
程
度
行
っ
て

安
全
確
保
対
策
を
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
事
故
な
く
安
全

に
遊
べ
る
よ
う
に
維
持
管

理
し
ま
す
。

旧
駅
舎
東
側
か
ら

相
内
線
ま
で
の
線
路
跡
地

は
、
砂
利
が
積
ま
れ
て
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
が

幸
町
線
整
備
と
併
せ
て
ど

の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

銀
河
公
園
は
、
多
く
の

９
月
18
日
、
町
道

南
12
線
と
白
糠
線
の
交
差

点
で
死
亡
交
通
事
故
が
発

生
し
、
そ
の
後
も
立
て
続

け
に
事
故
が
起
こ
り
、
町

民
か
ら
不
安
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

南
12
線
は
西
富
の
跨
線

橋
撤
去
工
事
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
迂
回
路
と
し
て
利

用
さ
れ
交
通
量
が
増
え
て

こ
ど
も
達
が
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
遊
具
な
ど
を
充

実
し
て
い
く
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

来
年
度
以
降
、
砂

利
の
撤
去
と
グ
レ
ー
ダ
ー

な
ど
で
の
整
備
を
し
、
景

観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

努
め
ま
す
。

銀
河
公
園
の
遊
具
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺

整
備
計
画
の
な
か
で
検
討

し
ま
す
。

い
ま
す
。

今
後
、
北
海
道
横
断
道

路
が
開
通
す
る
と
ま
す
ま

す
交
通
量
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
経
過
と
今
後

の
対
策
と
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

９
月
18
日
の
死
亡

交
通
事
故
を
含
め
、
１
か

月
の
間
に
５
件
の
交
通
事

故
が
発
生
し
、
12
月
２
日

に
も
物
損
事
故
が
発
生
す

る
異
常
事
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
事
態
を
受
け
、
北

見
警
察
署
・
網
走
建
設
管

理
部
と
町
が
、
事
故
防
止

対
策
を
協
議
し
、
停
止
線

の
塗
り
直
し
や
「
止
ま
れ
」

の
路
面
表
示
な
ど
ハ
ー
ド

的
な
交
通
安
全
対
策
を
行

う
と
と
も
に
交
通
安
全
啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
ソ

フ
ト
的
な
対
策
を
し
ま
し

た
。住

民
か
ら
信
号
機
設
置

の
要
望
が
強
く
、
毎
年
北

見
警
察
署
に
３
灯
式
の
信

号
機
の
設
置
を
要
請
し
て

い
ま
す
が
、
年
間
に
道
内

で
11
カ
所
し
か
予
算
が
無

い
た
め
難
し
い
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
横
断
道
路
が
開

通
す
る
と
町
内
の
交
通
量

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
今
後
も
制
度

要
望
も
含
め
た
信
号
機
設

置
を
継
続
し
て
要
請
す
る

と
と
も
に
、
交
通
安
全
施

設
整
備
に
も
努
め
ま
す
。

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

河
端

町
長

町
長

河端議員



町
民
の
生
活
を
守
り
福
祉
後
退
さ
せ
な
い

町
民
の
生
活
を
守
り
福
祉
後
退
さ
せ
な
い 

町
民
の
生
活
を
守
り
福
祉
後
退
さ
せ
な
い 
財
源
確
保
と
生
活
支
援
の
施
策
は

財
源
確
保
と
生
活
支
援
の
施
策
は 
財
源
確
保
と
生
活
支
援
の
施
策
は 

町
長 

議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 
議会中の議場の様子を庁舎１階町民ホールにおいて、 
テレビでも放映しています。 

平成24年第１回定例会は３月上旬頃に開催する予定です。 
議会傍聴に関するお問い合わせは、議会事務局　47-2184へ 

第４回定例会は、17名の傍聴がありました。 

平成２３年第４回定例会 平成２３年第４回定例会 

交
付
金
・
補
助
金

な
ど
の
見
通
し
と
、
自
主

財
源
確
保
の
対
策
や
、
町

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
。

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・

年
金
制
度
改
革
・
消
費
税

増
税
に
よ
る
、
町
民
の
生

活
環
境
変
化
と
対
応
策
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

行
政
運
営
に
必
要
な
財

源
確
保
と
今
後
の
事
業
計

画
遂
行
に
つ
い
て
。

国
の
予
算
編
成
作

業
の
遅
れ
で
明
ら
か
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
平
成
24

年
度
地
方
財
政
収
支
仮
試

算
で
は
81
兆
９
千
億
円

と
制
度
変
更
を
考
え
る
と

ほ
ぼ
前
年
度
同
額
と
な
り

ま
す
。

震
災
対
応
で
、
財
源
確

保
が
懸
念
さ
れ
、
更
に
道

の
財
政
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
国
の
予
算

と
も
連
動
し
て
お
り
不
透

明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

現
畑
総
事
業
は
、
23
年

度
で
終
了
し
ま
す
が
国
の

基
盤
整
備
予
算
は
前
年
比

２
分
の
１
と
な
り
、
更
に

道
は
１
年
10
億
円
を
上
限

と
し
て
提
示
し
て
い
る
の

で
次
期
事
業
の
最
終
年
が

平
成
40
年
と
な
る
見
込
み

で
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
に
係
る

道
補
助
２
千
万
円
を
２
年

に
分
け
る
提
案
に
対
し
単

年
度
へ
の
交
渉
中
で
す
。

ま
た
、
町
税
・
使
用
料

な
ど
の
未
納
者
に
対
し
て

悪
質
と
思
わ
れ
る
者
に
は
、

預
金
調
査
や
就
労
先
へ
の

給
与
照
会
を
行
な
い
、
北

見
道
税
事
務
所
と
の
連
携

な
ど
に
よ
り
未
納
解
消
に

努
め
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は

総
合
計
画
実
施
計
画
に
よ

り
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

財
源
確
保
に
努
力
し
、

起
債
償
還
や
維
持
管
理
経

費
な
ど
将
来
負
担
も
見
据

え
事
業
の
選
択
実
施
を
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
懇
談
会
・
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
で
の
議
論

を
踏
え
議
会
で
議
論
し
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
性
の
高
い
施
策
を

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に

進
め
る
た
め
、
戦
略
性
を

も
っ
て
計
画
遂
行
に
当
た

り
ま
す
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
・
年

金
制
度
改
革
・
消
費
税
増

税
に
よ
る
町
へ
の
影
響
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
業
へ

の
影
響
は
、
32
億
８
千
５

百
万
円
と
試
算
さ
れ
、
他

産
業
試
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
経
済
へ
の
影
響
だ

け
で
な
く
、
原
産
地
規
制

や
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

の
表
示
の
見
直
し
な
ど
国

民
生
活
に
影
響
を
受
け
る
。

鈴
木
宣
弘
教
授
・
内
橋

克
人
氏
の
講
演
開
催
で
町

民
と
と
も
に
理
解
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

年
金
制
度
改
革
・
消
費

税
増
税
に
関
し
て
は
、
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
具
体
的
に
明
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

影
響
に
つ
い
て
申
し
上
げ

る
段
階
に
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
生
活
を
守
り
、

福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
私

の
基
本
姿
勢
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
施
策
に
つ
い
て
。

一
時
的
な
医
療
費

の
手
助
け
を
す
る
た
め
の

制
度
と
し
て
「
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
医
療
費
の
一

部
を
助
成
す
る
要
綱
」
を

定
め
て
い
ま
す
が
、
平
成

10
年
施
行
以
来
助
成
の
実

績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

要
因
は
、
相
談
者
が
町

税
滞
納
が
な
い
な
ど
の
要

件
に
合
致
し
な
い
こ
と
に

よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

内
容
に
よ
っ
て
は
、
生

活
保
護
相
談
と
し
て
受
け

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

有
名
無
実
の
予
算

計
上
は
、
町
長
の
主
張
と

乖か
い

離り

し
て
い
る
。

命
を
守
る
こ
と
が
最
低

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
で

す
か
。

要
綱
が
現
実
に
合

っ
て
い
な
い
、
ま
た
社
会

福
祉
協
議
会
の
無
利
子
５

万
円
貸
付
け
も
含
め
て
、

ト
ー
タ
ル
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

上
原

上
原

町
長

町
長

上
原

町
長

上
原

上原議員



南
北
横
断
道
路
の
西
１
丁
目
へ
変
更
の
考
え
は

南
北
横
断
道
路
の
西
１
丁
目
へ
変
更
の
考
え
は 
南
北
横
断
道
路
の
西
１
丁
目
へ
変
更
の
考
え
は 

現
在
計
画
し
て
い
る
道
路
が
最
善
で
あ
る

現
在
計
画
し
て
い
る
道
路
が
最
善
で
あ
る 

現
在
計
画
し
て
い
る
道
路
が
最
善
で
あ
る 
町
長 

「議会だより」についてご意見をお寄せください。 「議会だより」についてご意見をお寄せください。 

　議会に対するご意見や、議会だよりを見て感じたことなど
どんなことでも結構です。 
　どうぞ議会事務局までご意見をお寄せください。 

0157-47-2184へ  FAX0157-47-2600へ 

市街地を一体化させ均衡ある市街地整備を 
図る横断道路として、検討を進めている幸町線 
市街地を一体化させ均衡ある市街地整備を 
図る横断道路として、検討を進めている幸町線 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
作
っ
て
「
く
る
・

ネ
ッ
プ
」
周
辺
の
道
路
を

含
め
た
整
備
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
周
辺
住

民
と
の
話
し
合
い
や
、
西

１
丁
目
線
へ
の
変
更
へ
の

情
報
・
収
集
と
か
何
か
行

な
い
ま
し
た
か
。

町
で
は
道
路
も
含

め
て
、「
く
る
・
ネ
ッ
プ
」

周
辺
の
環
境
整
備
を
着
実

に
進
め
る
た
め
、
関
係
課

長
、
担
当
者
に
よ
る
「
く

る
・
ネ
ッ
プ
周
辺
環
境
整

備
推
進
会
議
」
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
２
回
の
会
議

を
開
催
し
て
１
回
目
に
は

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
現
時

点
で
の
整
備
の
考
え
方
、

現
在
の
状
況
と
課
題
を
確

認
し
今
後
の
進
め
方
を
協

議
し
た
。

整
備
工
事
は
平
成
25
年

度
か
ら
26
年
度
と
し
、
そ

の
前
段
と
し
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
年
内
に
練
り
上

げ
、
年
度
内
に
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
」
な
ど
で

議
論
い
た
だ
き
整
備
内
容

を
固
め
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。
２
回
目
の
会

議
で
は
、
さ
ら
に
内
容
を

煮
詰
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
く
る
・
ネ
ッ

プ
」
を
活
動
場
所
と
し
て

お
り
ま
す
「
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
代
表
の

方
や
保
育
園
担
当
者
な
ど

か
ら
率
直
な
ご
意
見
を
伺

う
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
１
丁
目
線
に
関
し
ま

し
て
は
、
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら

い
に
お
け
る
施
設
等
の
再

編
構
想
な
ど
は
、
ま
だ
具

体
的
に
な
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
り
、
現
時
点
で
は

西
１
丁
目
線
延
長
上
に
、

Ｊ
Ａ
倉
庫
か
ら
の
荷
物
の

積
み
お
ろ
し
作
業
が
行
わ

れ
、
売
却
し
た
ば
か
り
の

鉄
道
用
地
と
民
間
の
住
宅

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
事
実

を
踏
ま
え
た
上
で
可
能
性

を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

現
在
計
画
さ
れ
て

い
る
幸
町
線
の
位
置
や
形

状
は
危
険
な
道
路
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安

は
な
い
で
す
か
。

こ
の
路
線
と
平
面

交
差
す
る
町
道
北
２
条
線
、

南
12
線
の
交
差
点
は
本
線

の
交
通
量
が
増
え
る
こ
と

を
予
想
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
道
々
白
糠
線
で
の
事

故
多
発
を
教
訓
に
交
通
規

制
や
万
全
な
安
全
対
策
を

北
見
警
察
署
や
公
安
委
員

会
と
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
は
、
交

通
規
制
や
安
全
対
策
に
も

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

警
察
署
や
交
通
安
全
協
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
運
転
者
や
歩
行

者
の
モ
ラ
ル
向
上
も
含
め

た
啓
発
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。一

部
批
判
の
あ
る

道
路
よ
り
も
正
常
な
形
で

の
道
路
の
可
能
性
が
あ
る

と
し
た
ら
検
討
し
て
み
る

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
か
。

平
成
19
年
度
の
五

十
数
名
の
代
表
者
で
組
織

し
た
銀
河
線
跡
地
利
用
検

討
会
議
で
決
定
さ
れ
た
意

見
と
町
内
会
連
協
か
ら
要

請
を
受
け
、
鉄
路
で
分
断

さ
れ
て
い
た
市
街
地
を
一

体
化
さ
せ
、
均
衡
あ
る
市

街
地
整
備
を
図
る
た
め
の

横
断
道
路
の
検
討
を
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
結
果
、
現
在
計
画
し
て

い
る
位
置
・
線
形
が
最
善

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
余
湖
議
員
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
振

興
に
関
し
て
指
導
者
の
現

状
と
中
学
校
の
部
活
動
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

町
長

余
湖

町
長

町
長

余
湖

余
湖

余湖議員



◆高規格救急自動車の配車について 
　毎年度、救急医療活動に貢献するなどの社会貢献活動の一環として、北海道内の各自治体の

申請に基づき消防本部等に救急自動車を寄贈しておりますＪＡ共済連北海道本部の「救急自

動車寄贈事業」を活用し、救急自動車の北見地区消防組合消防署訓子府支署への配置が決定さ

れたものです。 

　なお、配車される救急自動車は、車体約530万

円相当であり、北見地区消防組合では、これに約

3,000万円を投入し、無線装置や防振ベットなど

を導入し、最新鋭の救急医療機材等も備えた高規

格救急自動車に整備し、12月16日にＪＡ共済連

北海道本部からの寄贈式が行われます。 

　また、訓子府支署での年間救急出動回数は、こ

こ数年200回前後で推移しており、最新の高規格

救急自動車の導入と現在、救急救命士７名を配置

し出勤に備えており、今後も一層住民の救急救命の向上に期待しているところです。 

 
 

 

◆北海道横断自動車道の整備進捗状況について 
　北海道横断自動車道網走線は、十勝圏とオホーツク圏の生活経済圏を結ぶとともに、圏域相

互の広域的な交流を活性化させ、各種産業流通の効率化や観光の振興、地域の均衡ある発展と

福祉の向上等に大きな役割を果たす路線として、整備計画区間へ昇格し、平成18年２月７日の

国土開発幹線自動車道建設会議で、陸別町小利別から北見間が新直轄方式による着工を全国

で初めて決定されました。 

　本町の区間延長は、17.8kmの整備区間であり、基盤整備補助金の関係で来年度の契約とな

る１名を除き、用地補償契約は、全て終了しており、現在、６カ所の橋梁工事と４カ所の改良工

事が進められています。 

　全体計画は、予算の状況によりますが、北見道路の（仮称）訓子府インターから（仮称）北見イ

ンター間が平成26年度末、訓子府インターから（仮

称）陸別町小利別間は、平成28年度以降の供用開

始予定と聞いています。 

　なお、高速道路は、全線が開通し、その効果が表

れてくるものであり、訓子府区域の１日も早い完

成と凍結区間である足寄から小利別間、端野から

美幌間の早期着工への要望活動を引き続き北海

道や関係自治体等と連携を図り、各機関へ進めて

いきます。 

 

※なお、町内関係者は、70戸、町内分の事業用地は、

10,246,323.26㎡になっています。 

ＪＡ共済連より寄贈された高規格救急自動車の 
受納式 

産業建設常任委員会所管事務調査時における 
開盛橋工事の進捗状況 



（単位：円） 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

 

水道事業会計 

4,865,749,335 

898,299,125 

5,440,967 

61,303,071 

438,175,873 

186,673,987 

181,803,169 

119,812,701

4,483,370,816 

883,491,011 

5,440,967 

61,246,671 

428,876,992 

186,673,987 

150,224,191 

235,071,481

382,378,519 

14,808,114 

0 

56,400 

9,298,881 

0 

31,578,978 

△ 115,258,780

収 益的収支  

資 本的収支  

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
〝
審
査
意
見
〞

〝
審
査
意
見
〞 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
の
〝
審
査
意
見
〞 

平
成
22
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定 

町
税
及
び
使
用
料
の
未

収
額
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
職
員
の
徴
収

の
努
力
に
よ
り
、
収
納
率

の
向
上
及
び
未
収
額
の
減

少
が
図
ら
れ
、
成
果
が
認

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
主
財
源
の

確
保
と
税
の
公
平
性
の
原

則
か
ら
も
今
後
と
も
収
納

率
の
向
上
に
努
力
を
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

滞
納
者
に
関
わ
る
内
部
の

連
携
を
密
に
し
て
い
く
中

で
、
町
か
ら
の
情
報
提
供

を
十
分
に
行
い
、
生
活
の

安
定
に
つ
な
げ
て
い
く
努

力
も
お
願
い
し
た
い
。

歳
出
に
関
し
て
は
、
特

殊
事
情
に
よ
り
、
本
年
度

繰
越
明
許
費
が
数
多
く
計

第
３
回
定
例
会
（
平
成

23
年
９
月
13
日
）
に
お

い
て
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
委
員
長
‥
上
原

豊
茂
）
に
付
託
さ
れ
た

「
平
成
22
年
度
訓
子
府
町

各
会
計
決
算
」
に
つ
い
て

は
、
同
年
11
月
７
日
〜

10
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

決
算
報
告
書
な
ど
を
審
査

し
た
結
果
、
７
会
計
の
決

算
は
い
ず
れ
も
正
当
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
し
て
本

会
議
で
報
告
が
あ
り
、
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

上
さ
れ
、
不
用
額
が
発
生

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
、
特
殊
な
場
合
を
除

き
、
極
力
、
単
年
度
で
執

行
で
き
る
よ
う
な
事
業
の

選
択
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

な
お
、
歳
出
全
般
に
対

し
て
は
、
経
費
削
減
を
図

り
な
が
ら
も
き
め
細
か
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

力
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
に
お
い
て
も

更
に
創
意
、
工
夫
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
関
わ
る
情
報
提
供
を
さ

ら
に
、
き
め
細
か
く
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
運
営
に
関
し
て
は
、

平
成
20
年
度
予
算
か
ら
取

り
組
ま
れ
て
い
る
「
財
政

健
全
化
戦
略
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
く
経
費
削
減
の
努
力

を
今
後
と
も
引
き
続
き
お

願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

予
算
の
作
成
に
お
い
て
も

前
年
度
実
績
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
作
成
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

関
係
す
る
法
律
改
正
や
該

当
す
る
案
件
の
情
報
収
集

に
努
め
、
予
算
の
精
度
を

さ
ら
に
上
げ
る
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
有
収
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
老
朽
管
の
更

新
事
業
を
計
画
し
、
水
道

水
の
安
定
供
給
に
努
力
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。



総
務
文
教
常
任
委
員
会 

　総務文教、産業建設の各常任委員会では、議会閉会中も開催され、所管事務調査などの 
調査活動を行っています。 

所管事務調査を実施 所管事務調査を実施 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

総務文教・産業建設常任委員会合同 

◆安愚楽牧場の破産による本町への影響 
あ ぐ ら 

総務文教常任委員会では、子育て支援センター（こぐまひろば）を現地調査 総務文教常任委員会では、子育て支援センター（こぐまひろば）を現地調査 産業建設常任委員会では、大谷排水を現地調査 産業建設常任委員会では、大谷排水を現地調査 

両常任委員会で置戸町生涯学習情報センターを視察 両常任委員会で置戸町生涯学習情報センターを視察 両常任委員会で大空町児童センターを視察 両常任委員会で大空町児童センターを視察 

□
11
月
22
日
（
火
）

○
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

担
当
者
か
ら
現
地
で
説
明
を

受
け
、
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

（
調
査
項
目
）

①
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

②
児
童
生
活
館
の
運
営

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営

□
11
月
22
日
（
火
）

○
将
来
的
な
図
書

館
の
あ
り
方
な

ど
に
関
す
る
視

察
調
査
を
置
戸

町
生
涯
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
し
た
。

（
視
察
項
目
）

①
置
戸
町
生
涯

学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
の
運

営

□
11
月
11
日
（
金
）

○
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
担

当
者
か
ら
現
地
で
説
明
を
受
け
、

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
調
査
項
目
）

①
農
業
基
盤
整
備
事
業

・
タ
ン
ノ
メ
ム
川
補
修

②
河
川
管
理
事
業

・
大
谷
排
水
改
修

③
小
規
模
治
山
事
業

・
大
谷
地
区
小
規
模
治
山
工
事

○
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

□
１
月
11
日
（
水
）

○
児
童
セ
ン
タ
ー
の

運
営
方
法
な
ど
に

関
す
る
視
察
調
査

を
大
空
町
児
童
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し

ま
し
た
。

（
視
察
項
目
）

①
大
空
町
児
童

セ
ン
タ
ー
の

運
営

破
産
手
続
き
ま
で
の
経
過
と
し

て
、
平
成
23
年
８
月
９
日
に
、
民

事
再
生
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
平

成
23
年
12
月
９
日
に
、
東
京
地
裁

で
破
産
手
続
き
の
開
始
を
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

本
町
の
影
響
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
平
成
23
年
度
）

・
牧
場
使
用
料
未
収
金
　
１
４
５
万

６
千
円

※
配
当
額
は
、
債
権
調
査
完
了
後

に
決
定
さ
れ
る
が
、
預
託
料
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
預

託
牛
と
相
殺
す
る
売
買
契
約
を
締

結
す
る
厳
し
い
資
産
状
況
で
あ
る

と
判
断
し
て
お
り
、
極
め
て
低
い

配
当
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
平
成
24
年
度
）

・
安
愚
楽
牧
場
か
ら
の
入
牧
料
は
、

年
間
４
０
０
〜
５
０
０
万
円
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
牧
場
収
支
は
、
と

ん
と
ん
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

入
牧
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
牧
場
運

営
上
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
町
が
受
け
入
れ
て

い
た
繁
殖
牛
は
、
事
業
譲
渡
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
状
況

を
見
極
め
、
対
応
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
酪
農
家
に
少
し
で
も

多
く
の
牛
を
入
牧
願
う
こ
と
を
牧

場
互
助
会
や
酪
農
振
興
会
を
通
じ

要
請
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。



議会の主なうごき 
11月 １月 

 

 

TPP交渉参加問題を考えるオホ

ーツク集会（網走市：議長ほか） 

町制60周年記念植樹 

（副議長、産建委員長） 

顕彰式（全議員） 

決算審査特別委員会（決算審査特

別委員・議長） 

産業建設常任委員会（所管事務調査） 

居武士小学校学芸会（総文委員、議長） 

北海道横断自動車道北見地区早

期建設促進期成会秋季要望 

（札幌市・東京都：議長） 

第55回町村議会議長全国大会（東

京都：議長） 

くんねっぷ幼稚園発表会（議長） 

平成23年度秋季地域懇談会（正

副議長） 

総務文教常任委員会（所管事務調査） 

総務文教・産業建設常任委員会（合

同所管事務調査：置戸町） 

新殻感謝祭（正副議長・産建委員長） 

オホーツク町村議会議長会役員

会（議長） 

北網ブロック正副議長会議（正副議長） 

柏丘入植100年記念式典（議長） 

くんねっぷ保育園ゆうぎ会（議長） 

議会運営委員会 

 

 

総務文教常任委員会 

産業建設常任委員会 

日本善行会善行表彰受賞者合同

祝賀会（議長） 

第４回定例会 

議会広報特別委員会全員協議会 

救急車受納式（正副議長、消防組

合議員） 

お帰りなさい先輩（正副議長） 

東京くんねっぷ倶楽部役員歓迎

会（正副議長） 

民生委員推薦会（議長） 

議会広報特別委員会 

叙勲伝達式（正副議長） 

 

 

 

平成24年訓子府消防団出初式（全議員） 

平成24年公職者等新年交礼会（全議員） 

高知県津野町への交換留学生派

遣に係る出発式（正副議長） 

平成24年成人式（全議員） 

総務文教・産業建設常任委員会（合

同所管事務調査：大空町） 

中央長寿会新年会（議長） 

全員協議会 

議会広報特別委員会 

議会広報特別委員会 

産業建設常任委員会（所管事務調査） 

ふれあい昼食会（議長） 

総務文教常任委員会（所管事務調査） 

自衛隊父兄会訓子府支部総会（議長） 

日本善行会北見地区支部創立30

周年記念式典（議長） 

 

 

１日 

 

 

 

３日 

7～10 

 

11日 

13日 

14～15日 

 

 

16日 

 

20日 

 

 

22日 

 

 

23日 

24日 

 

25日 

26日 

27日 

30日 

 

 

１日 

２日 

４日 

 

13～14日 

14日 

16日 

 

19日 

 

 

20日 

26日 

29日 

 

 

 

５日 

６日 

７日 

 

８日 

11日 

 

 

 

13日 

17日 

23日 

25日 

27日 

28日 

29日 
 

あ
と
が
き 

　
平
成
23
年
は
、
東
日
本

大
震
災
を
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か

ら
も
長
い
長
い
復
興
の
戦

い
が
続
き
支
援
を
！ 

　
今
回
ほ
ど
住
民
の
安
心
、

人
の
心
、
人
の
和
、
人
の

絆
が
ど
れ
だ
け
、
大
切
か

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
四
月
に
選
挙
が
あ
り
、

新
し
い
議
会
の
出
発
の
時
、

行
政
と
議
会
が
熱
い
議
論

を
交
わ
し
て
お
り
皆
様
の

ご
意
見
を
町
政
に
届
け
て

お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

議
長  

橋
本
　
憲
治 

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

議会広報特別委員会 
委 員 長 
副委員長 
委　　員 
　 〃  
　 〃  
　 〃  
　 〃  
　 〃  
　 〃  
　 〃  
事 務 局 
　 〃  

河端　芳惠  
西山由美子  
佐藤　静基  
余湖　龍三  
工藤　弘喜  
安藤　義昭  
山本　朝英  
小林　一甫  
上原　豊茂  
橋本　憲治  
森谷　　勇  
小林　　央  

12月 

□

11
月
22
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
（
調

査
内
容
は
、
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

□

12
月
１
日
（
木
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

１
月
11
日
（
水
）

○

所
管
事
務
調
査
（
調

査
内
容
は
、
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

□

12
月
14
日
（
水
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
７
１
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

□

12
月
26
日
（
月
）

○

第
４
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

□

１
月
13
日
（
金
）・
17

日
（
火
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

○
「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
７
２
号
の
確
認
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

□

11
月
11
日
（
金
）
・

22
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
（
調

査
内
容
は
、
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

□

12
月
２
日
（
金
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

１
月
11
日
（
水
）

○

所
管
事
務
調
査
（
調

査
内
容
は
、
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

□

１
月
23
日
（
月
）

○

所
管
事
務
調
査

□

11
月
30
日
（
水
）

○

第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
運
営
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会


